
進路選択に向けて 

先日は進路説明会にお越しくださりありがとうございました。また今週の教育相談では、今後の進路の方向や

選択肢を検討し、１２月の三者懇談会で私立学校・専修学校の受験校を決定します。公立受検校については１

月に三者懇談で決定します。日を追うごとに進路選択の日が近づいてきますが、焦らずに生徒と保護者の方々

が一つずつ相談して進路を決めていくサポートができればと思います。よろしくお願いします。 

『一唱入魂』と『最終笑』の音楽会 

今年の音楽会の結果は金賞３組 銀賞１組 特別賞６・７・８組でした。結果に限らずどのクラスも『自分たちの

歌・曲』を届けることができた、聴いている人に『うったえかける』音楽会でした。 

練習期間中ずっと３年生全体の合唱をひっぱっていってくれた１組。学級閉鎖明けの２・３組を『１組に追いつ

きたい』と奮い立たせました。そして本番当日、３年生一番手としての１組の歌声が会場に響き渡ったとき、さす

が３年生だと確信しました。 

きれいな歌声が持ち味の２組。クラスと曲のイメージを最後までみんなで合わせることを大切にして歌い上げ

ることができました。賞には届かなくても、音楽会後の、２組のみなさんの雨上がりの虹がかかった空のような

『やり切った』という様子は最後の音楽会として一番の賞なのかもしれません。 

練習開始時はなかなか一体感や迫力が足りなかった３組。練習を重ねる中で、少しずつ中心となるリーダー

たちの熱意が広がっていき、一人一人が同じ思いを持つようになっていきました。１週間前のリハーサルから本

番までの一週間でだんだん光が差し込むように自分たちの成長を自分たちが一番実感できたはずです。 

一つの音に懸ける思い、大切さを感じさせた６・７・８組。授業時間に聴こえてくるきれいな音色の裏には毎日

の練習の積み重ねと努力があり、本番の演奏と姿が、その成果を会場中に響かせてくれました。 

最後に素敵な迫力のある演奏を届けてくれた吹奏楽部のみなさん、３年間の活動お疲れさまでした。 

   

※裏面と２枚目には、『音楽会を振り返って』の作文からいくつかを掲載しています。 
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『かんしゃ』 

 まずは、無事に音楽会が開催されたことを嬉しく思う。しかし、１年生と２年生のクラスにその機会がなかったこ

とはとても残念である。日々練習してきたものがあの大きなホールで発表できないのはかわいそう。でも、他のク

ラスが、そのクラスや、人の思いをのせて歌っている感じがとても伝わってきた。実際ぼくたちのクラスも休みの人

の分までやり切るぞという思いで一致団結して歌いました。たとえ結果がどうであれ、ぼくたちは今までで最高

の歌を歌えたし、歌った後はとても充実していた。でも、実はけっこう悔しい。だって他のクラスよりも絶対に多くの

練習をしたのだから。実際に金賞は取れなかったけれど、練習していた過程では、絶対に金賞だと思う。最後に

とても充実したとても短い音楽会の練習、そして本番を過ごすことができて本当にうれしいです。ありがとう。 

                                                                          【１組】 

『３年生の底力』 

 私は、中学校最後の音楽会で「３年生の合唱」というものを強く感じました。 

 １・２年生の頃に歴代の３年生の合唱を聴いてきて、心がふるえ、感動したと同時に、自分たちもこんな先輩方

のような合唱ができるのか不安な気持ちもありました。いざ練習を始めると、まずは音が覚えづらいと感じました。

３年生になって曲の難易度が上がって、戸惑いを感じるとともに、私の中には「これが３年生か」と少しわくわくし

た自分もいました。また、合唱が形づくられてきた頃、強弱やのばしなどの細かいところや表現の仕方に視点を

おくようになり、合唱がどんどんグレードアップしていくのを感じました。結果は銀賞でしたが、１組も２組も３組も

３年生の合唱というものを受け継ぎ、後輩に伝えていくことができたのではないかと思います。私は、合唱という

ものは一人一人の歌声が重なって生まれる一つの作品だと思いました。   【１組】 

 

『賞以上の価値』 

 ぼくは、音楽で心の残ったこと、学んだことがあります。まず心に残ったことは、音楽の授業の時や授業後の合

唱練習です。今年は最後の音楽会ということで全クラスとても気合が入っていました。しかし２回の学級閉鎖もあ

って最初の方はまったく練習ができず、学年練習では歌詞を覚えていなかったり、強弱や伸ばしなどができなか

ったり、全然思うように歌うことができませんでした。それから何回も繰り返し練習をして少しずつ声が出るように

なったり強弱をつけられるようになったりしました。本番では今までで一番いい歌を歌うことができました。 

 また今回の音楽会を通じて学んだことは、目標に向けて仲間と協力し合った過程が大事だということです。今

回、賞は取れなかったけれど金賞を取るために仲間と協力して練習した時間は、金賞や銀賞以上に価値がある

ことだと思います。結果は残念だったけれど仲間と協力し合えて良かったです。 【２組】 

 

『２組サイコー！！』 

 私は音楽会でやり切ることがどれだけ大切か、実感することができました。たった 2週間前、学年練習で他のク

ラスがすでに完成度の高い合唱を歌っている中、２組は悔いしかない、とても恥ずかしい合唱をしてしまいました。

その時は他のクラスからの評判は良いとは言えず、とても悔しい思いをクラス全員がしました。諦めや、苦しい時

期の方が喜びよりも長かったけれど、全員が高みを目指してがんばりました。その結果、多くの先生方から嬉しい

お言葉をもらえるようになり、金賞も目の前に感じることもできました。本番前、みんなの表現には自信がありま

した。結果は３位で終わってしまいましたけど、私は無駄な時間だったとは一つも思いません。なぜなら、学年レク

では見たことのない全力、そして団結力がどのクラスよりも一番だったと思うからです。結果を知り、泣きたくなり

ましたが、一つも悔いの残らない、２組らしい合唱ができたことが何よりうれしかったです。【２組】 



『喜びと悲しみ』 

 僕が音楽会で残った思いは「喜び」と「悲しみ」です。「喜び」の方は、初めて金賞をとったことと自分の納得の

いく歌を歌うことができたからです。『いざ立て戦人よ』では、最初は全然ハーモニーができなくてテノールの「う

たいて」からはちょっとやばいと思っていたけれど、練習を重ねていくにつれて、自然とみんなの音が合わさって

歌いやすくなりました。 

 「悲しみ」は全員でできなかったことです。みんなで気持ちを高めて、協力してひとつになって金賞をとりたかっ

たからです。他にも、１・２年生の一部のクラスの歌を聴けなかったことが悔しいです。最後の音楽会だったので、

後輩にかっこいいところを見せられたのが良かったけれど、聴けなかったクラスもあったので、全校生徒に自分

たちのクラス曲『ヒカリ』と課題曲の『いざ立て戦人よ』を聴いてほしかったです。   【３組】 

 

『ありがとう』 

 僕は転校して少し経った頃、音楽会の練習を始めると言われましたが最初はさっぱりわかりませんでした。会話

をする友だちもまだ少なく、正直不安でした。僕にとっては最初で最後の音楽会。３組に貢献したい、そして金賞

が欲しいと、毎日必死に自分の持ち味の声量を活かして頑張りました。試行錯誤を続ける日々、友だちのアドバ

イスを受けて改善することなどがとても楽しくて、次第に不安から自信へと変わり、音楽会当日も堂々と歌い上げ

目標の金賞を得られ、この３組の思い出となりました。この金賞はみんなの支え合いと助け合いが結果を出した

こと、担任の二人の先生と良い雰囲気の毎日であったこと、そして努力、勢い、応援があってこその金賞なので、

このことを一生大事にしていきます。僕はみんなの支えや助言や雰囲気作りがなければこの最大限の力は出な

かったと思います。そんなたくさんの支えをくれたみんなにありがとう。  【３組】 

   

 

 

 



 

 

 

みなさんが合唱練習する姿を毎日見てきました。遅くまで残っての練習、体調管理、指揮者・伴奏者・パートリ

ーダーたちの努力、みなさんお疲れさまでした。毎日聴こえてくる歌声や音色、練習する姿は、花が咲くのを待つ

時間はとても大切で幸せな時間なのかもしれないということを教えてくれました。 

『教え子』という言葉がありますが使わないです。それは教えることよりも、こちらが教えてもらうことの方が圧

倒的に多いからです。この仕事の大好きなところです。これまでも、音楽会本番も、そしてこれからも、いつも大切

な教えをありがとうございます。 

みなさんの歌声・音色・思いは私たち猪中職員にも、１・２年生にも届いて響いています。この音楽会で『憧れ

の先輩』から後輩たちへ歌声のバトンを渡すことができました。 

そして、みなさんが産声を上げてから、育てて見守ってくださったおうちの方々にとって、この合唱は忘れられな

い『最高の贈り物』になったと思います。 

みなさんのまわりにはこれまでも、これからもたくさんの人がいます。たくさんの人たちの思いも、みなさんの思

いも、そのすべてがこれからのみなさんを支える魂となります。だから『一唱入魂』。これから卒業式までの７２日

間を、唱ってきた音楽会までの日々と同じように大切にして、みなさんだけの最高の時間になりますように。 

そしてみなさん一人一人が『最終笑』で７２日後、この猪中の卒業式を迎えられますように。 

 


